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【結果】平成 25 年度オープン支援室は 48 回実施、新人 45 名中 33
名の 73％が参加し、1 人 1 回～ 21 回の参加で、延べ 229 名参加し
た。　ステップ 1（4 月）は、緊張・不安・疲れ・入職の喜びが語
られ、ステップ 2（5 月～ 6 月）は、自己学習ができない、先輩と
のかかわり方の悩み、看護ではなく業務をしている感じであるなど
が語られた。ステップ 3（7 ～ 8 月）は、苦手な先輩との出来事・
不満、看護記録や報告のタイミングの難しさ、インシデント後の落
ち込み、自分を責めて涙ぐむ場面もあった。ステップ 4（9 月～ 12 月）
は、記録に時間がかかる、他の同期と比べた劣等感、理不尽に怒ら


















































































美 1）、竹下　奈津実 2）、八木　啓一 2）、三好　礼子 1）
【はじめに】当院では、平成 25 年度より全職種による新卒入職者に
対して、チーム医療の研修を開始した。平成 26 年度は、2 日間に
わたる宿泊研修を実施し、多職種との交流により良いチーム医療を
考えることができたため、研修成果を報告する。









講義、「ＫＹＴ」を実施。10 グループに分かれて、タスク 8 職種 14
名が支援。
【結果と考察】結果 ) 対象者 83 名全員参加。1 日目 2 日目にそれぞ
れアンケートを実施し、結果を比較したところ「メンバーの話を十
分に聴くことができた」と回答した参加者が 8.3% 増、「自分の考え
を十分に伝えることができた」参加者も 15% 増加した。終了後の
感想も「他職種の人の意見を聞いて、気づかなかった点に気が付け
た」「他職種と知り合えてよかった」という意見が多数あった。
( 考察）多職種で宿泊による研修を共に過ごすことができたためコ
ミュニケーションが深まりお互いの理解を深めることができた。ま
た、患者の立場や良い病院についてのワークショップを通して、良
いチーム医療を考えることができた。宿泊により同期の意識が強ま
り、さらに横のつながりを深めることができた。
【おわりに】宿泊研修により新卒入職者は多職種を理解し、良いチー
ム医療を考える機会となった。
